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青空と緑と産業のまち昭和町

華になれく20歳の人ヘ〉
咲く花に足を止めて 心を奪われたことがあhますか

足元の雑草のたくましさに 感動したことがあhますか

色とbどbの草花が 大地を

地球を飾bたてているように 私たち人間も地球を彩る華になれ

想、い通bに手足が動くことに 感謝したことがあbますか

命の尊さを感じたことがありますか

強き者も 弱き者もそれぞれに薫る華になれ

詩集「ひとにぎりの言葉芝ち」河田妙子著より

〈詳しくは8P iはつひ。いだいむ」をご覧ください。〉

(町の人口)

男 6，375人(+16) 

女 6，089人(+ 7) 

計 12，464人(十23)

世帯数 4，107戸 (+ 6) 

1991 12月1日現在。()内は前月比

No，lBO 町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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成
人
式
の
茶
話
会
の
企
画
を
し
た
り
、
文
集
を
作
っ
た
り
:
:
:
そ
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
す
。

大
好
き
な
先
生
と
の
ひ
さ
し
ぶ
り
の
会
話
に
、
顔
、が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

画畠盛恒副富田

平
成
二
年
十
二
月
十
二
日
夜

中
央
公
民
党
つ
が
，会
議
室

午
後
七
時
半
。
約
束
の
時
間
に
な
っ

て
も
誰
も
集
ま
り
ま
せ
ん
。
少
し
不
安

で
す
。
と
い
う
の
は
毎
年
、

「自
分
達
の
子
で

成
人
式
を
」
と
い
う
若
者
が
集
ま

っ
て、

自
主
的
に
誕
生
す
る
の
が

「
加
歳
の

会
」
。
だ
か
ら
何
人
集
ま
る
か
も
不
明
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
待
つ
こ
と
五
分
。

来
ま
し
た
。
次
か
ら
次
へ
と
十
一
名
。

小
さ
な
会
議
室
が
、
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

さ

っ
そ
く
会
議
の
は
じ
ま
り
。
役
員

を
決
め
る
こ
と
が
最
初
の
議
題
で
す
/

手
づ
た
，引
の
支
集
宅
，h
f・-

暮
れ
も
お
し
せ
ま
っ
た
十
二
月
二
十

六
日
。

い
よ
い
よ
文
集
づ
く
り
で
す
。

成
人
代
表
者
の
あ
い
さ
つ
・
恩
師
の

言
葉
を
電
話
で
お
願
い
し
た
り
、
送
ら

れ
て
き
た

「
二
十
歳
の

一
言
」
を
編
集

す
る
の
に
大
忙
し
。
夜
も
更
け
る
ま
で

作
業
し
ま
し
た
。

@寝間Y73fu
』
F

表
紙
は
、
自
分
達
が
小
学
校
四
年
生
の
時

の
写
真。

』

F
数
少
い
男
性
軍
も
、
記
念
の
文
集
に
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
丹
念
に
チ
ェ
ッ
ク
。

[
一

J
H
M日

rU]

=
+
歳
の
実
感小野和彦さん

(西条一区)

成
人
の
日
。
今
ま
で
自
分
、ガ
し

て
き
だ
こ
と
¥
自
分
自
身
で
感
じ

得
だ
こ
と
を
自
分
な
り
に
思
い
出

し
て
反
省
し
、
ま
だ
理
解
し
て
、

新
だ
に
自
分
自
身
を
み
つ
め
な
あ



「 平成3年4月から 1 

20歳以上の学生も ! 
| 国民年金の「強制加入」になります

歪そ
(竺)し
成(主Jて

ι-' • 

人(込)
:五J

式百

押
越
の
浅
川
格
さ
ん
の
力
強
い
誓
い

の
言
葉
。
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
百
八

十
七
名
も
、
キ
リ

ッ
と
し
た
大
人
の
顔

で
参
列
。
で
も
記
念
撮
影
終
了
後
の
茶

話
会
で
は
、
み
ー
ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に

質
問
。

昭
和
町
に
二
百
/

「な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
で
す
」

「水
が
き
れ
い
」

「
ど
ん
ど
ん
発
展
す
る
町
。
で
も
自
然

も
大
切
に
し
て
」

「も

っ
と
公
園
が
ほ
し
い
」

午
前
九
時
半
。
会
場
が
パ

ッ
と
明
る

く
な
り
ま
し
た
。
色
鮮
や
か
な
振
り
そ

で
姿
の
女
性
、
ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
た

男
性
が
、
続
々
と
受
付
を
済
ま
し
、
会

場
に
入

っ
て
い
き
ま
す
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
「
元
気
か
/
L

「
ひ
さ
し
ぶ
り
」
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

「
初
歳
の
会
」
の
み
ん
な
も
ニ
コ
ニ
コ

。

会
場
中
が
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
つ

つ
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
泉
町
長
の
式
辞
の
後
に
、

国民年金制度では、 20歳以上60歳未満のすべての人が加

入することになっていますが、 学生や専門学校生は本人の

意志に任せる「任意加入」となっていました。

しかし、任意加入していない学生が、 事故や病気などに

より障害の状態になった場合、未加入のため障害基礎年金

を受けることができません。

また、加入期間が40年に満たないので、満額の老齢基礎

年金を受けることができないなどの不利が生 じます。その

ため平成 3年4月から、 20歳以上の学生も第 1号被保険者

として強制加入することになりました。

加入手続きは、 学生の住民票がある市町村で行います。

また、加入後は保険料の納付義務が生じますが、保険料を

納めることが困難な場合は、学生独自の免除基準を設ける

ことになっています。

20歳以上の学生の方は、加入の手続きを忘れないように

しましょう 。詳しくは、役場町民窓口課国民年金係(箇75-

2 1 1 1内線218・219) までおたずねください。

平成 3年 4月から国民年金基金が発足します。

サラリーマンの世ー帯は、老齢基礎年金に加えて、厚生年金や

共済組合からも年金を受けられるr2階建て年金」の仕組みに

なっています。そこで、、自営業を営むみなさんにもr2階」に相当

する年金をと設けられたのが国民年金基金制度です。

希望により基金に加入できますが、次にあてはまる人は加入で

きません。

①20歳以上60歳未満の人でサラリーマンとその配偶者(第

2号被保険者及び第 3号被保険者)

②国民年金の保険料が免除されている人

③農業者年金に加入している人

一
三
百
聞
が
一、A
U，
Z
ぶ
引

y

「
加
歳
の
会
」
の
み
ん
な
へ
の

-国民年金基金について・

「
図
書
館
の
夜
の
噴
水
が
き
れ
い
。
知

ら
な
い
人
に
教
え
て
あ
げ
た
い
」

「
青
年
が
活
躍
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
。

き
っ
と
昭
和
町
は
若
い
人
が
増
え
て
い

くから・・・・・・
」

「み
ん
な
で
何
か
一
つ
の
こ
と
を
や
り

た
い
/
」

素
直
な
意
見
。
な
か
な
か
手
厳
し
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
:
・
。
で
も
、
こ
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
意
見
が
、
昭
和
町
を

よ
り
よ
い
町
に
変
え
て
い
き
ま
す
。
二

十

一
世
紀
の
昭
和
町
を
担
う
若
者
達
の

意
見
に
た
の
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
百
八
十
七
名

の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
心
か
ら
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
し
/
叩
歳
」

く国民年金基金の内容〉

女地域型国民年金基金

都道府県ごとに一つ作られます。

*職能型国民年金基金

同じ事業・事務に携わる人が全国レベルで、組織するものです。 I

詳しい内容や手続出、これから各基金の規約で決定されます。 J 
L_一一一ーーーーー一一一一一ーーーーー一一一ー一一剛一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一_...1

し
て
み
だ
い
。
そ
ん
な
臼
で
も
あ

る
と
思
う
。

僕
だ
ち
が
こ
れ
か
ら
成
人
と
し

て
社
会
の
一
員
と
な
る
に
し
て

も
¥
こ
れ
か
ら
お
こ
る
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
出
来
事
に
、
自
分
で
責
任

の
取
れ
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
¥
立
派
な
大
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
。

金丸哲子さん
(押越)

気
が
つ
い
て
み
る
と
初
歳
に
な

っ
て
い
だ
。
加
歳
と
い
う
と
も
っ

と
大
人
で
あ
り
、
成
人
式
な
ん
て

ま
だ
ま
だ
遠
い
こ
と
の
よ
う
に
思

っ
て
い
だ
の
に
・
:
:
・
。

成
人
し
だ
と
言
っ
て
も
、
あ
ま

り
実
感
が
な
く
喜
ぶ
べ
き
な
の

か
¥
そ
う
で
な
い
の
か
、
と
て
も

複
雑
な
山
境
で
す
。
こ
ん
な
世
間

知
ら
ず
の
私
に
選
挙
権
、
か
与
え
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
不
安

に
思
つ
だ
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
¥

い
く
ら
実
感
が
な
く
て
も
¥
中
身

に
変
化
、
か
な
く
て
も
社
会
的
に
大

人
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
す
。
今

ま
で
の
二
十
年
間
を
土
台
と
し
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
悔

い
の
な
い
人
生
を
送
り
だ
い
と
思

い
ま
す
。

-盛謹翠盛重重謹量重重量盛量盟掴虚Eti謹ヨ・
平成3.2.1広報しようわ③ 



所得税の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

ゐ
フ
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
〈
住
民
税
の
申
告
〉
が
始
ま
り
ま
す
。
商
売
や
事

業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
・
・
・
農
家
の
み
な
さ
ん
・
・
・
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
、
か
、
毎
年
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
役
場
や
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、
か
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

2月16日
m・3月15日

一一

銭
円
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
騰
本
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え

:
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

• 
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

・

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

-
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

-
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
な
ど

• 
確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
か

還
付
さ
れ
る
場
合

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
一
年
間
の
給
与

収
入
が

一
千
五
百
万
円
以
下
の
人

は
、
通
常
、
年
末
調
整
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
確
定
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。圃
マ
イ
ホ
ー
ム
を

ロ
l
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

-
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

-
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

-
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

-
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源

泉
徴
収
票
の
添
付
を
忘
れ
ず

・
探
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

-
還
付
申
告
を
す
る
時
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
以
下
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④ 平成3.2.I 広報しようわ

※
確
定
申
告
を
し
な
い
人
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
す
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
箇
苅

1
2
1
1

1
内
線

m-m)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

、，。
'し
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確定申告 Q&A
Q.申告と相談は

A.所得税の申告と相談は、税務署のほか
各市町村役場でも行っております。

お気軽におでかけくだ、さい。

Q.白色申告の人は

A 事業所得、不動産所得のある
方は収支内訳書の提出ガ必要です。

-・圃・圃・・・ .圃・圃圃・・

Q.間違いのない

申告をするため!こは
A 青色申告をすると間違いのな
い申告ができます。ぜひご利用

ください。 1~S斡恥
f(LI¥ 化.'1 ¥ 特典j

~~il~舎

A.年間収入が 100万円までの方は税金も
Q.パートの人は かからず配偶者控除や扶養控除も受け

られます。

パートや内職 夫の所得から

の収入 配偶者控除が

99万円以下 受けられる
99万円超 受けられる
100万円以下
100万円超 受けられない

Q.賂産をもらった人は

A.贈与税の申告は2月1B{金)から
3月15日(禽まで です。
昨年?年間に個人からもらつだ財

産の合計額ガ60万円を超える人は
贈与税の申告と納税ガ必要です。

自分自身に

所得税が 住民税が

かからない かからない

かからない かかる

力、力、る かかる

(注)住民税は平成3年度分

Q.申告書の提出は

郵送でも大丈夫?

A.申告書を提出
されるだけの方は

郵送でも結構です。

平成2年分

申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、町 ・県民税の

申告受付相談は、下記日程の通りです。 でき

るだけ該当日をご利用ください。申告は正し

くお早めに/

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

西条一区

西条二区
2月18日伺)

清水新居

西条新田
2月22日程在)

日百

押 越

河東中島
2月25日伺) 午前 和

紙漉阿原
88寺 町 l

築地新居
3月1日(金) 役

場

飯 喰

河 西
階

上河東

午後
ホ

上河東二区
3月8日企)

ル

その他
3月11日伺)

(予備日)
3月15日働

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付をし

てください。また、役場、税務署から送付さ

れた申告書、昨年の確定申告書及び収支内訳

書を必すご、持参ください。

Q.消費税の

確定申告期限は

A.個人事業者の万の
消費税の確定申告は、

4月q日(閉までです。
正しい申告と納税を

お忘れのないように/

Q.税金はどのように使われるの? Q.ニセ税理士つてなんですか

A. 国や県、市町村などは、私だちが、豊かで安定し芝生活をし A.税理土でない人は税務書類の作成や相
ていくため、警察や消防などの公共サービスや道路 ・公園などの公 談等をすることは出来ません。「税理士の

共施設を整備するなどいろいろな仕事をしています。また、社会保 二セモノ」には気をつけて/

障の充実や教育の充実!こも力を入れています。税金は、このような

幅広い公共活動を行うため使われているのです。この美しい郷土、

山梨を支える税について考えてみだいものですね/

⑤ 広報しようわ 平成3.2.I 
-副議子肩車重重~詰司自習孟車型盟圃層重視目躍.



寸一
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
表
彰

一

平
成
二
年
十
二
月
九
日
、
甲
府
市

一
総
合
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
第
九
回

一
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
研

一
究
大
会
の
席
上
、
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少

一
年
団
が
全
国
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

一

昭
和
四
十
八
年
、
少
年
野
球
部
が

一
活
動
を
開
始
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十

一
三
年
少
年
サ
ッ
カ
ー
部
の
発
足
に
よ

一
り
誕
生
し
た
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

一
団
。
現
在
で
は
、
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル・

一
西
条
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
押

一
原
ミ

ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
空
手
・

一
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
剣
道
部
が

一
設
立
さ
れ
、
計
八
団
が
活
動
を
行
っ

戸

い
ま
す
。

ゃ
っ
た
ね
/
ス
ポ
少

試
合
で
の
活
躍
は
勿
論
、
昭
和
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ミ
ニ
運
動
会
・
体

力
テ
ス
ト
・
合
宿
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
健
康
な
心
と
体
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

空
カ
ン
拾

い
・
清
掃
作
業
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
。
地
域
社
会
に
も

一瀬金造氏

竹中正裕氏

貢
献
し
地
域
の
み
な
さ
ん
に
巳

れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

↑

「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
の
指
導
者

一

が
健
全
育
成
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
指
導
し

一

て
き
た
本
部
指
導
者
と
、

学
校
体
育

一

協
会
・
町
教
育
委
員
会
が
協
力
し
て

一

育
て
あ
げ
て
き
た
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ

一

少
年
団
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く

一

だ
さ
い
。

一

当
日
、
そ
の
他
の
表
彰
を
受
け
た

一

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
(
敬
称

一

略
)

一

平
成
二
年
度
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
一

表

彰

一

V
表
彰
退
任
指
導
者

一
瀬

金

造

一

平
成
二
年
度
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
一

団

表

彰

一

V
優
良
単
位
団

一

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

一

V
優

秀

指

導

者

保

坂

桂

子

一

V
退

任

指

導

者

秋

山

一

巳

企佑)顧問

旬本部長

‘平成2年12月7日
親子スケート教室

フォト
s 
Photo 

A平成2年11月22日
シェイプボクシンク、

枚

⑥ 

手
づ
定三
混活
げ乙
ブミで
~ 
Zx 

.詰.f~

昭
和
町
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
で
は
、
恒
例
の
た
ご
あ
げ
大
会
・

た
こ
作
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
た
こ
作
り
講
習
会
v

v日
時

二
月
二
日
出

ら
四
時
ま
で

V
場
所

西
条
小
(
西
条
地
区
児
童
)

総
合
会
館
(
押
原
・
常
永
地
区
児

童
)

V
費
用

無
料

V
対
象
者

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
・

小
学
生
(
小
学
三
年
生
ま
で
は
親

子
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
)

V
持
ち
物

も
の
さ
し
・
は
さ
み
・

筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
絵
の
具
筆

一
時
半
か

一
言
〕
憲

一

有
泉
淳
夫
氏
(
河
東
中
島
)
よ
り
、

一
福
祉
の
お
役
に
と
町
に
七
十
万
円
、

↑
河
東
中
島
区
に
三
十
万
円
寄
付
し
て

一

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
お

一
金
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
り
ま

一
す
。

一

ま
た
中
巨
摩
東
部
農
業
協
同
組
合

「

(
小
筆
も
可
)
・
新
聞
紙
二
、

〈
だ
こ
あ
げ
大
会
〉

V
日
時

二
月
十
七
日
目

か
ら
三
時
ま
で

V
場
所

押
原
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
詳
し
く
は
昭
和
町
児
童
館
(
冨

市

1
6
4
5
2
)
ま
で

一
時
半

あ
・り
・が
・と
・う

昭
和
支
所
か
ら
も
、
先
日
行
わ
れ
た

「農
協
ま
つ
り
」
の
バ
ザ
ー
の
売
上

げ
の
一
部
を
、
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
お
金
も
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
贈
り
、
町
の
福
祉
の
た
め

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成3.2.I 広報しようわ
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昨
年
六
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
水
質
検
査
を
も
と
に
、
地
下
水

汚
染
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

マ
第
平 」

盛緩
年 E局員

育室電

町
内
全
域
か
ら
三
十
六
ヵ
所
の
井
戸

を
抽
出
し
、
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ト
リ
ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
な
ど
の
化
学
分
質
が
、
西
条
地
区
一

ヵ
所
、
常
永
地
区
ニ
ヵ
所
で
基
準
値
を

超
え
る
濃
度
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

マ
第
E

議
零

平
成
二
年
九
月
・
十
月

第
一
次
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

山

梨
県
環
境
衛
生
課
・
同
環
境
保
全
課
及

び
甲
府
保
健
所
と
対
策
に
つ
い
て
協
議

し
、
一
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
を

中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
半
径
一
、

0
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
調
査
し
、
常
永
地

区
に
つ
い
て
は
二
ヵ
所
を
結
ぶ
地
区
も

追
加
調
査
し
ま
し
た
。

結
果
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

化
学
分
質
が
検
出
さ
れ
た
井
戸
は
、

十
五
メ

ー
ト
ル

未
満
の
浅
井
戸
が
多

く
、
深
井
戸
で
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。西
条
地
区
で
は
、
三
十
ヵ
所
の
井
戸

の
内
二
ヵ
所
で
基
準
超
過
の
井
戸
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
が
、

他
の
地
区
へ
の
広

が
り
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た。

常
永
地
区
で
は
、
百
七
十
七
ヵ
所
を

調
査
し
た
結
果
、
第
一
次
調
査
の
二
ヵ

所
の
井
戸
を
線
で
結
ぶ
帯
状
の
状
態
で

検
出
さ
れ
ま
し
た
。

L⑥
⑥
点。

P硲
⑮

-zt

こ
れ
カ
ら
の
あ
震
は
・
・
.

基
準
超
過
の
水
を
飲
む
場
合
は
、
煮

沸
を
し
て
か
ら
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
将
来
的
に
は
、
水
道
に
切
り
替
え

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
リ
ク
口
口
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
化
学

三
分
質
で
汚
染
さ
れ
た
井
戸
水
も
、
洗

濯
・
風

E
・
庭
へ
の
散
布
な
ど
に
は
引

き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
水
を
く
み

出
す
こ
と
に
よ
り
、
地
下
に
た
ま
っ
て

い
る
こ
れ
ら
の
物
質
が
減
少
し
、
地
下

水
の
水
質
が
改
善
さ
れ
て
い
く
か
ら
で

す。
詳
し
く
は
役
場
環
境
衛
生
課
(
箇

苅
1
2
1
1
1内
線

m-m)
ま
で

西 条 地 区 常 永 地 区
暫定水道

第一次調査 第2次調査(検査井戸数 30) 第一次調査 第2次調査(検査井戸数 177) 
水質基準

基準超週井戸数 基準超過井戸数 基準内検出 不検出 基準超過井戸数 基準超過井戸数 基準内検出 不検出

トリクロロ
0.03 。 8 2 2 2 5 3 3 0 9 4 エチレン

テトラクロロ o. 01 2 1 5 1 3 2 1 6 3 5 126 エチレン

1. 1. 1トリクロロ
0.30 。 2 2 B 。 9 B 7 9 エタン

投票区 f支 E=E7ミZ 所 地 区

第1投票区 昭和町中央公民館講堂 押越河東中島紙漉阿原

第2投票区 西条一区公会堂 西条一区西条新田

第3投票区 西条二区第 1公会堂 西条二区

第4投票区 清水新居地区公民館 清水新居

第5投票区 釜無工業団地公菌管理棟 築地新居飯喰

第6投票区 上河東公会堂 河西上河東上河東二区

新設置投票所*昭和町投票所一覧表*昭和町選挙管理委員会からの

おしらせ

E泣司直隆這量益孟届
平成3年2月3目、山梨県知事選挙から町

内の投票所が2力所新設され、吾十6力所にな
ります。投票所が蛮わる地区のみなさんはご

注意ください。

町
立
図
書
館
か
ら

舎
月
の

お
す
す
め
作
昂

二

般
図
書
}

o
世
紀
末
ロ
ン
ド
ン
を
類
ん
だ
女

十
返
千
鶴
子
新
潮
社

。
小
説
家
の
メ
ニ
ュ
ー

開
吉
岡
健

T
B
Sブ
リ
タ
二
力

o
銀
河
動
物
園

畑

山

博

o
び
ん
ぼ
う
草

群
ょ
う
こ

o
野
菜
畑
で

川
上
越
子

毎
日
新
聞
社

戸什川
1

口H
ワ
牛
i-

a方
冶
汗
ム
ぷ
1

架
空
社

{児
童
図
書
】

o
お
ち
て
い
た
宇
宙
船

小
松
左
京
講
談
社

。
ふ
く
ろ
う
の
い
る
教
室

国
松
俊
英
草
土
文
化

。
で
こ
ぼ
こ
ラ
ッ
パ
の
鳴
る
牧
場

鈴
木
喜
代
春

P
H
P研
究
所

0
ま
こ
と
く
ん
て
、
だ
あ
れ

吉
田
秀
樹
ほ
る
ぷ
出
版

。
お
お
き
な
た
ま
ご

ト
ミ
i
・
デ

・。
八
オ
ラ

ほ
る
ぷ
出
版

-副議子肩車重量~躍謹æfiI温o・属現垣臣・
平成3.2.I 広報しようわ⑦ 
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書き続げることは、

生きること

河田妙子さん(築地新居)

重
度
の
障
害
を
背
負
い
な
が
ら
作
詔

活
動
を
続
け
、
昨
年
十
二
月
に
詩
集
1

ひ

と
に
ぎ
り
の
言
葉
た
ち
」
を
発
刊
し
た

河
田
妙
子
さ
ん
に
、
詩
や
福
祉
講
話
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「制
約
が
な
く
、
自
由
な
発
想
を
そ
の

ま
ま
言
葉
に
で
き
る
の
が
詩
の

一
番
好

き
な
と
こ
ろ
」
と
河
田
さ
ん
。
詩
を
書

き
は
じ
め
た
き

っ
か
け
は
、
あ
け
ぽ
の

養
護
学
校
中
学
部
一
年
生
の
時
、
友
人

の
詩
を
読
ん
で
刺
激
を
受
け
た
か
ら
だ

g
z
-
Tノ
で
す
。

吋」
ι圃
毎

日

詩

を

書
き
続
け
る
時
も
あ
る
と

4
2
'圃
圃
い
う
河
田
さ
ん
は
、

「山
の
都
ふ
れ
あ
い

、
，
畠

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
常
連
。
こ
の
コ
ン
サ

/
I
M
-

-
ト
は
、
県
内
に
住
ん
で
い
る
障
害
者

な

圃

や

介

添

人

が

書
い
た
詩
の
中
か
ら
優
秀

‘
ル
圃
作
品
を
選
ぴ
、
そ
の
詩
に
健
常
者
が
曲

，
内
圃
を
つ
け
て
発
表
す
る
場
で
、
今
年
で
十

・
島
亙
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。
河
田
さ
ん
が
今

『

4
E
Z
日
ま
で
の
人
生
の
中
で
体
験
し
て
き
た

d
u
言
葉
に
表
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
苦
し

圃
み
や
悩
み
、
そ
し
て
愛
や
人
生
を
詩
っ
た

.
作
品
の
数
々
が
、
毎
年
多
く
の
人
達
に
感

企「福祉講話には必ず、詩を作って持って
いくんです。 J

動
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
に
参
加
し
て
い
る
理
由
は
な
ん
で
す

か
と
聞
く
と
、

「詩
を
書
く
こ
と
は
地
味

な
こ
と
。
で
も
発
表
し
な
け
れ
ば
、
た
だ

そ
れ
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
う
。
」
と
力
強
い

答
え
。
で
も
そ
れ
以
上
に

「
コ
ン
サ
ー
ト
に

参
加
し
て
い
る
多
勢
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ

い
が
楽
し
い
ん
で
す
。
」
と
ニ
コ
リ
。

そ
ん
な
河
田
さ
ん
の
ひ
た
む
き
な
活

動
に
、
福
祉
講
話
が
あ
り
ま
す
。
四
年

前
か
ら
県
内
の
小
中
学
校
を
車
椅
子
で

回
り
、
自
分
の
体
験
を
話
し
な
が
ら
子

供
た
ち
と
対
話
を
し
て
い
ま
す
。
「
子
供

た
ち
に
、
私
の
よ
う
な
障
害
者
が
世
の

中
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て

ほ
し
い
。
自
分
が
健
康
で
あ
る
こ
と
を
、

も
う

一
度
考
え
な
お
し
て
ほ
し
く
て

:
」
と
熱
く
、
や
さ
し
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

人
生
を
真
剣
に
、
誠
実
に
グ
生
べ
き
て

い
る
河
田
さ
ん
。
福
祉
講
話
の
時
に
子

供
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た
感
想
文
を
、
宝

物
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

@伝い
-材料 (4人分)
じゃがいも400g カリフラワ-200g マヨネーズ60g

ブレーンヨーグル卜lDOg 塩小さじ4/5 こしょう少量

パプリ力少量バター少量

-作り方

①じゃがいもは皮っきのまま洗い、ゆでてやわらかくなったら

皮をむいて組くつぶします。

②カリフラワ は小房に分けてゆで、さらに小さく切ります。

③①と@、マヨネーズ、ブレーンヨーグルト、塩、こいようを

混ぜます。

③グラタン皿にバターを薄く塗って③在入れ200度に熱したオ

ーブンに入れて、うすく色づくまで 7~B 分焼きます。焼き

上がったものに、パプリ力をふってできあがり。

栄養改善推進員

小池豊子さん (河西)

!ちょっと一言 | 
グラタンと言ってもさっL;l:'りしていま

すので、お年寄りにも食べやすいと思

います。お夜食にもどうぞ。

-
一
こ
う
ほ
う
俳
句

丁
寧
に
母
の
背
流
す
冬
至
風
呂

良
縁
の
話
進
ま
ず
鳥
渡
る

日
短
や
値
引
き
て
も
の
を
買
ひ
急
ぐ

朝
の
霧
お
ぼ
ろ
よ
り
聞
く
わ
ら
べ
唄

渡
り
来
て
白
鳥
神
の
使
者
と
な
る

ど
び
鳴
い
て
雪
山
を
旭
の
染
め
始
む

石
蕗
の
花
奉
納
の
草
荘
畳
ほ
ど

音
凍
て
る
牛
乳
瓶
の
ふ
れ
合
う
て

階
段
の
身
の
巾
程
に
着
膨
れ
て

は
ら
か
ら
の
葬
ど
祝
ぎ
な
く
年
暮
る
る

憎
の
通
夜
に
憎
多
勢
や
大
焚
火

死
者
に
上
ぐ
因
子
つ
く
る
や
北
風
の
庭

紅
葉
散
る
百
の
観
音
苔
む
し
て

山
寺
を
海
岸
寺
と
や
永
、桜

若
水
や
薬
、
袋
の

ロ
切
っ
て

下
弦
の
月
ひ
く
く
凍
て
り
て
人
逝
き
ぬ

土
に
生
き
世
代
転
換
春
日
和

一
月
の
心
弾
ん
で
、
初
登
山

軒
下
に
土
聞
に
柚
置
く
柚
の
村

花
八
ツ
手
薬
た
し
か
め
旅
支
度

年
き
け
ば
手
袋
ぬ
い
で
指
二
本

青
木
の
実
そ
れ
ぞ
れ
の
照
り
重
ね
け
り

の
ど
飴
を
持
ち
て
着
膨
れ
唄
会
へ

小
春
日
の
大

エ
は
ラ
ヂ
オ
高
鳴
ら
し

初
湯
溢
れ
帰
り
ゆ
く
子
の
背
を
流
す

そ
の
中
の
賀
状
に
思
ひ
離
れ
ざ
る

理科nJF ，、づ
国
閉
じ
ゃ
が
い
も
と

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の

ク
ラ
タ
ン

外
套
の
衿
深
々
に
す
ロ
交
わ
す

風
呂
吹
き
や
老
い
の
ロ
に
も
合
わ
せ
煮
る

雨
宮

井
上
ま
さ
江

イヂー

藤
磯
部

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
晶
代

塩
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
津

オ公
岡

薬

袋

--
③ 平成3.2.I 

ヰし
孝

広報しようわ
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好
子

麻
子

久

枝
静
イミ

満
子

花
枝
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•• 
あんな

斉藤安奈ちゃん
・H1.9. 16生(上河東二区)
・ (父)早人 ・(白)美佐江

だいすけ

林田大輔くん
eH1.竹.12生(河西)
・ (父)利幸・(白)敏子

名前の由来一運のよい名前で、男らしく誠意

ある人になるようにと考え名ぱけましだ。健

康で人に迷惑をかけずに育ってくれだらと、

おとうさん、おかあさんは願っています。

名前の由来一女性らしく優しいおだやかな子

に育ってほしいと願っています。ことばのひ

びきもやわらかく、 「これからの時代にふさ

わしい名前を」と思い名町けましだ。

名前の由来ーだくましく元気で大きく育って

欲しいと願いをこめて、お姉ちゃんとおとう

さんが考えてくれましだ。舎では元気一杯で

我家の大将です。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
箇
月

1
2
7
7
7
)
ま
で
刀

医商品川号
安春の花粉症ー

スギ・ヒノキ花粉症

山梨医科大学助教授

耳鼻咽喉科 久松建一

毎
年
、
日
本
で
は
春
一
番
の
風
と
と

も
に
ス
ギ
花
粉
が
飛
散
し
て
目
の
か
ゆ

み
、
流
涙
、
ま
ぶ
た
が
腫
れ
た
り
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
み
ず
、

自昇
づ
ま
り
、
の
ど

の
痛
み
や
異
和
感
な
ど
を
訴
え
て
耳
鼻

咽
喉
科
の
外
来
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん

が
急
増
し
ま
す
。

花
粉
で
起
ご
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と

を
花
粉
症
と
い
い
ま
す
。
花
粉
が
目
に

付
着
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、
鼻

の
粘
膜
に
付
着
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

ス
ギ
花
粉
は
直
経
が
約
三

O
ミ
ク
ロ

ン

(
O、
0
=
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
)
で
目

や
、
鼻
呼
吸
に
よ
っ
て
大
部
分
が
鼻
で

吸
着
さ
れ
る
の
で
、
結
膜
炎
や
鼻
炎
が

起
こ
り
易
い
訳
で
す
。
こ
の
他
、
皮
膚

の
か
ゆ
み
、
腫
れ
、
下
痢
、
発
熱
、
頭

痛
、
集
中
力
低
下
、

無
気
力
、
睡
眠
障

害
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
は
空
中
飛
散

数
が
最
も
多
く
、
山
梨
医
科
大
学
の
病

院
の
屋
上
で
測
定
さ
れ
た
一
九
九

O
年

命
令
た

t
f

の
全
て
の
花
粉
飛
散
量
の
七
二
、
八
%

で
し
た
。
ス
ギ
花
粉
は
毎
年
三
月
末
ま

で
、
四
月
か
ら
五
月
の
は
じ
め
ま
で
は

ヒ
ノ
キ
の
花
粉
、か
飛
散
し
ま
す
。
今
年

の
夏
の
気
象
か
ら
一
九
九
一
年
春
の
ス

ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
飛
散
量
は
、
一
九

九

O
年
春
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

病
状
や
発
病
の
し
か
た
か
ら
花
粉
症

を
容
易
に
推
定
で
き
ま
す
が
、
確
定
診

断
を
す
る
に
は
、
検
査
が
必
要
で
す
。

鼻
の
粘
膜
は
赤
色
、
と
き
に
蒼
白
に
腫

れ
て
水
の
様
な
鼻
汁
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
鼻
汁
を
調
べ
る
と
好
酸
球
と

呼
ば
れ
る
細
胞
が
多
く
認
め
ら
れ
ま

す
。
更
に
皮
膚
試
験
や
血
液
検
査
、
誘

発
反
応
な
ど
に
よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
の

原
因
を
つ
き
と
め
ま
す
。

一
@
西
条
二
区

マ
埴
原
弘
樹
(
浩
)

一
マ
小
林
優
冬
(
詠
志
)

マ
小
林
恵
利

一
香
(
信
弘
)
⑨
西
条
新
田

マ
湯
本

一
剛
史
(
泉
)

⑨
紙
漉
阿
原

マ
石
原

一
華
奈
(
浩

ご

⑨
築
地
新
居

マ
川

↑
口
雄
司
(
鉄
男
)
マ
村
松
良
哉
(
良

一
文
)
マ
河
野
千
明
(
浩
次
)
⑨
飯
喰

一
マ
梅
津
徹
(
英
生
)
⑨
上
河
東

マ

一
保
坂
卓
哉
(
孝
雄
)
⑨
上
河
東
二
区

一
マ
田
中
利
治
(
健
蔵
)

マ
小
河
原
元

。

お
誕
生

合

〈
〉
内
は
保
護
者

予
防
法
と
し
て
、
家
の
中
に
花
粉
を

持
ち
込
ま
ぬ
よ
う
、
出
来
る
だ
け
花
粉

と
接
触
せ
ぬ
よ
う
、
マ
ス
ク
を
す
る
な

ど
し
て
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
格
的
な
治
療
に
は
微
量
の
花
粉
の
注

出
液
を
定
期
的
に
皮
下
注
射
し
て
免
疫

を
つ
く
る
減
感
作
療
法
在
行
い
ま
す
。

薬
物
療
法
に
も
い
ろ
い
ろ
有
っ
て
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
予
防
薬
、
症
状
が
起
き
て

か
ら
使
う
薬
、
内
服
薬
、
外
用
薬
(
点

鼻
薬
、
粉
霧
薬
、
点
眼
薬
)
、
注
射
薬
な

ど
を
上
手
に
用
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
頑
固
な
鼻
聞
に
は
手
術
も
効
果
的

で
す
。

-時議子属鹿軍当吾~薩言司自習昼温o・H曜常温芭・

，、
iι 
画

l#?tl華 L笠E 日オ

臨総豹箇

F~~間交
「ー径三bi出ズ
l ー]空
l 会

⑨ 

平
成
二
年
十
二
月
一
日
j
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敏
都
路
〉

(
貴
仁
)

マ
今
村
龍
也
(
正
志
)

• ブ}
結

婚

.

平成3.2.I 

⑨
清
水
新
居

マ
杉
山
仁
史
・
樋
口

員

子

⑨

西
条
新
田

マ
荒
木
健
志

・
米
山
み
ち
る
マ
奥
原
孝
季
・
相

原
美
貴
子
マ
加
藤
雄
士
・
清
水
明

美

⑨

紙
漉
阿
原

マ
小
林
泉
・
小

田
清
美

広報しようわ
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外
気
温
、
ガ
マ
イ
ナ
ス

4
℃
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
は
凍
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

布
き
れ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
巻
い
て

防
寒
対
策
を
施
し
、
翌
朝
冷
え
込
み
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
¥
夜
お
休
み
前
に

不
凍
栓
で
水
抜
き
を
す
る
か
、
少
し
水

を
出
し
て
お
く
な
ど
し
て
水
道
を
凍
結

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

甲
府
市
水
道
局
よ
り

水
道
の
凍
結
にご
岡
市
心

f

※
た
だ
し
単
純
労
務
職
は
面
接
の
み

・
応
募
締
切
り

二
月
十
五
日
樹
午
後
五
時
ま
で
0

・
応
募
先

・
お
問
合
せ

職
員
採
用
試
験
申
込
書
(
役
場
総
務

課
に
あ
り
ま
す
)
に
履
歴
書
を
添
え

て
、
役
場
総
務
課
(
箇
月
ー
2
1
1
1

内
線
別
・
加
)
ま
で
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

区分|方法・次・

第 教葺試験 択(E時間式) 試験の第連絡二下月試験日

壬示ゴ与 択一式方し句時
験仙専門試験 (90分) j去まの 書き
事務 すC 予{ 
適性検査 1 0分 疋

第作文 20分 申
込

壬5ゴqム 口 述試験 者

議 一般性格 に
診断検査 決

疋

田
和
問
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

援
護
恩
給
巡
回
相
談

平
成
二
年
度
援
護
恩
給
関
係
巡
回
相

談
が
、
旧
軍
人
・
軍
属
な
ど
、
及
ぴ
そ

の
遺
族
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

V
相

談

内

容

旧

軍
人
、
軍
属
そ
の
他

こ
れ
に
準
じ
る
者
に
か
か
る
恩
給
年

金、

一
時
金
及
び
特
別
給
付
金
、
慰

労
品
な
ど
の
請
求
権
の
有
無
、
請
求

手
続
な
ど

v日
時
二
月
十
九
日
閃
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時

V
会
場
白
根
町
桃
源
文
化
会
館
視
聴

覚
室

(
甲
府
市
・
中
巨
摩
郡
居
住
者

対
象
)

V
留
意
事
項
①
相
談
希
望
者
は
、
当

日
会
場
に
備
え
付
け
の
調
査
用
紙
に

相
談
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
旧
軍
隊
に
関
す
る
証
拠
書
類
を
所

有
し
て
い
る
場
合
、
当
日
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

単
位
制
高
校
は
、
無
学
年
制
で
二
年

次
か
ら
自
分
の
学
習
し
だ
い
科
目
を
自

由
仁
選
択
し
て
¥
自
分
の
ぺ
l
ス
で
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
だ
が
っ

て
三
年
で
も
卒
業
で
き
ま
す
。
卒
業
目

的
生
の
授
業
は
、
週
五
日
で

一
日
四
時

間
で
す
。
ま
芝
、
生
涯
学
習
対
応
と
し

て
¥
一
般
社
会
人
も
次
の
よ
う
に
勉
強

が
で
き
ま
す
。

附
一
部
科
目
履
修
:・
勉
強
し
だ
い
科
目

間
土

・
日
講
座
・
:
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
ワ

ー
プ
ロ
講
座
¥
初
級
英
会
話
、
古
典

講
読
、
山
梨
の
地
学
な
ど
を
年
間
七

十
時
間

川
夜
間
講
座
・
:
初
級
簿
記
コ
ー
ス
¥
上

級
簿
記
コ
ー
ス
の
簿
記
会
計
専
門

V
お
問
合
せ
県
立
中
央
高
等
学
枝

(
甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六
ー
二
十
三

富
お
ー
4
4
4
1
7
)
ま
で

単を
山位霊
暴塑5
塁 宵場
II 軍事

z z 
警募
言集

町内交通事故

E発生件数〕
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

== 12月分--
|件数|負傷 |死者i
物損42件| 人| 人

骨|jf|側 I(士|0)

( )内は、前月比
(昭和駐在所調べ)

-三重~ヨ-

平成3年度県政モニター
県では、県民のみなさんの自由で清新なご意

見を県政に反映させる疋め、県政モニターを募

集します。

惨応募資格県内にお住まいの20歳以上の人。

疋だし次の人は応募できません。

⑦地方公共団体などの議員

②常勤の国家公務員、地方公務員

③過去に県政モニターの経験のある人

砂募集人員 1~O人(応募者の中から選考さ

せていだだきます。〉

砂募集期間平成3年7月7日伺)から2月15日
閣まで

砂任期 ?年

砂応募方法官製はがきに、郵便番号・住所・

氏名(ふりがな〉・生年月日・年齢・性別・職

業(具体的に〉 ・電話番号を明記し、峡中地方

振興事務所(干400 甲府市丸の内1-6-1箇
37-1912)へお送りください。
砂詳しくは 峡中地方振興事務所ま疋は県広聴

広報課 (圏35戸7259)まで
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保健衛生だより

手し 児 健 康 き。介ジ 査

受付時間及び地区 該当児 |場所

午後1時00分-1時30分 平成2年 1月
(常永地区)

出生児。
2月8日|午後1時砂2時00分

」口':>-

(金) I 西条地区) dzE=h z 

午後2時日日分-2時30分 平成2年4月

(押原地区)
出生児。 館

受付時間及び地区 |該当児|場所

午後1時日日分-1時30分 平成2年7月
(常永地区) 出生児。

2月15日|午後2時跡E時30分 J仁21h 

(金) I 西条地区) dzh =ご

午後3時00分-3時30分 平成2年10月

(押原地区)
出生児。 館

|西条地区|西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
l押原地区|押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区|

持ち物 母子手帳 ・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

由子手帳受付及び一般健康相談臼

日時 2月2日(土)・ 12日(火)・ 19日(火)

午前 9時"-'11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし」

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますので、お気軽にお出かけください。

2 歳児歯科模診

実施日 2月13日(水)

受付時間午後1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児昭和63年10月1日~平成元年 1月31日までの出生

児。

持ち物母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ

5 歳児健康診査

実施日 2月21日(木)

受付時間午後 1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児昭和60年11月1日~昭和61年 1月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おき ください。

⑪ 広報しようわ 平成3.2.I 

オ歳 6か月児健康診査

実施日 2月26日(火)

受付時間午後1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児平成元年 6月1日~平成元年7月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

乳児整形外科模診

実施日 2月27日(水)

受付時間午後1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児平成2年10月1日"-'11月30日までの出生児。

持ち物母子手帳

飼えなくなった犬猫収集巴

日時 2月28日(木)

午前10時20分"-'10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし〉。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。

テレビ山梨

惨日時 2月9日(土)
午後5時-"'6時

に出演



きさらぎ

如月

金 Friday

f仏
滅

省エネJレギ一月間
成人病予防週間

(~7 日)

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)
リノ¥ピリ教室

(総合会館)

FEBRUARY 2月のとよみ
火 Tuesday I :水 WednesdayI木 Thursday

平成3年(1991年)

土 Saturday

2委
Monday 月Sunday 日

「2月は「省エネルギー月間Ji

おふろの湯沸かしは、入浴直前にし、

沸いたら間隔を置かす、に入浴しましょう。

おふろのE度炊きを 1週間に 2回減らす

だけで、原油に換算すると年間で1家族
当たり、約12リットル(ビール大瓶約19
本)のエネルギーの節約になります。

知っておきたい

冬の省エネ

ワン・ポイント

9否8委
針供養

7仏滅
北方領土の日

6重5奇4議
立春

3百
節分

山梨県知事選挙投 |図書館休館日 |手話講習会 |心配ごと相談 乳児健康診査 |役場閉庁

票日(7P参照 I(総合会館 I(総合会館 午後l時"')I 総合会館)IUTyr夕やけ情報
総合会館温泉定休 午後7時30分，，-，) I行政相談 局」出演(llP参照)
日 I(中央公民館午後l時-v)

16奇
平成E年分所得税の
確定申告

(-3月15日)

総合会館温泉定休|母子手帳交付及び 1 2歳児歯科検診 |寝たきり老人入浴サ |県政モニター募集 |リハ，ビリ教室
日 |一般健康相談日 総合会館)1ーピス |締切り日ClDP参照)1 総合会館)

図書館休館日 総合会館)1心配ごと相談 1 (総合会館午後l時"')1乳児健康診査 |子供アニメ映画会

手話講習会 1(総合会館午後l時"')1 総合会館)1 町立図書館)

(総合会館
午後7時30分，，-，)

17重

15露14委
聖バレンタインデー

13論12: 11奇
~建国記念日

10議

23童22奇21露20告19委
雨水

18強

総合会位E宗定休:- - r白書簡i不信白一一一一一一一!臨時間市議(10P~同 r~\-~ど è rEl設一一一日::tWJ健康診歪 一一|一一一一一一一一一一一一一|一役場開房一一一一一
日 母子手帳交付及び一般 I(総合会館午後l時"')1 総合会館)

たこあげ大会 健康相談日(総合会館) 1行政相談 |寝たきり老人入浴サ

(6 P参照)1 手話講習会(総合会 I(中央公民館 午後l時-v)1ービス
館午後7時30分"-')1 1 (総合会館午後l時"')

西条一区・西条二区・清水新居 ・西条新田確定申告相談受付 (5P参照)

28奇

-一一一-一一-一一一-一一一-一一一-一一一一一一一一一一一一-一一一一-一一一一-，-目ド一図書信休館色-白白-------一Ti長h瓦jJ瓦瓦佳-康-一一-rl五;
診査(総合会館) 1川(総合会館午後l時"')川|猫収集日
手話講習会 |乳児整形外科検診総合会館前)

(総合会館 総合会館)1図書館休館日
午後7時30分，，-，)

27露26百25委24強

押越・河東中島・紙漉阿原・築地新居確定申告相談受付 (5P参照)

※収集 日が祝祭 日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集 日をご利用く ださ い。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

くアごさい。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入して く

ださい。

※収集日の当日午前B時30分までに出してくださ

※可燃物、 不燃物の分別はしっかりおこ なってく

ださい。

※台戸斤のゴミ は水切 りを して出してください。

押河紙築飯河上上
東漉地 河

河東
中阿新 一
越島原居喰酉東区

毎適用・木擢B

4日・ 7日・ 14日・ 18日
21日・ 25日・ 28日

毎月第t水曜B 第3水曜日

西西清西

条条水条

一二新新

区区居回

毎週火・金曜日

1日・ 5日・ 8B• 12日
15日・ 19日 ・22日・ 26日

毎月第2水曜日第4水曜日

地

区

燃
え
る
物

20日B日27日13日

⑫ 平成3.2.I 広報 しようわ
-盛重畳盛謹謹盃産重量置昼量D・函盛量当・

278 第4水曜日毎月


